
○ 病害虫防除法（花き共通） 

 

１ 防除の基本的考え方 

（１）総合防除の基本的考え方 

    切り花や鉢物生産では品目・品種が多様化し、周年栽培体系が定着している。さらに、品質

が重要視されることから農薬を多用する場合が多く、環境に対する負荷や使用者に対する安全

性が問われている。 

    これらの背景を踏まえ、今後は化学農薬のみに依存しない防除体系を構築していく必要があ

る。そのためには、病害虫発生の予防に努め、発生予察情報の活用や、ほ場の見回りにより、

病害虫の発生消長を捉えた的確な防除を実施し、生物的防除法や物理的防除法等、環境に配慮

した多様な防除技術を活用して化学農薬の低減を図るとともに、使用者に対する安全対策を講

じていくことが肝要である。 

このような中、鹿児島県では近年の多様化した病害虫の発生状況に対応するとともに、化学

農薬に頼りすぎない、環境に配慮した適切な病害虫防除対策を推進するため、植物防疫法

（昭和 25 年法律第 151 号）に基づき、「鹿児島県総合防除計画」を令和６年３月に策定し

た。今後、発生予察に基づいた「総合防除計画」の推進とともに、安心・安全な農作物生産

のために農薬の適正使用の徹底を図り、総合防除に基づいた防除を推進する。 

 

（２） 花き栽培における化学農薬低減技術 

     ア 機械的除草技術 

          機械的手法による除草を行う。 

     イ 生物的農薬利用技術 

          拮抗微生物等を利用した防除体系の導入を考慮する。 

     ウ 対抗植物利用技術 

          線虫の種類に合わせて対抗植物を選定する。 

     エ 被覆栽培技術 

          防虫網による害虫の侵入防止、紫外線除去フィルム被覆によるアザミウマ等の侵入を防止

す 

る。 

     オ フェロモン剤利用技術 

          性フェロモントラップによる発生消長の調査による防除適期の予測や性フェロモン剤の設

置 

     による交信撹乱を行う。 

     カ マルチ栽培技術 

          光反射マルチの使用によるアザミウマ、アブラムシ等を忌避する。 

     キ 黄色蛍光灯利用技術 

         黄色蛍光灯によるチョウ目害虫の侵入を防止する。 

     ク その他環境にやさしい防除技術 

         作式改善やハウス管理など耕種的防除を実践する。 

 

（３） 化学的防除法の共通的な注意事項 

     ア 合成ピレスロイド剤は、魚毒の恐れのあるところでは使用しない。 

 

 



２ 施設における省力防除法 

（１）くん煙剤、蒸散剤、くん蒸剤 

    （防除のねらい） 

   ア 自燃式くん煙剤 

点火芯・点火紙などに着火して、薬剤自体が燃える 

   イ 蒸散式くん煙剤 

蒸散器で使用する 

 

    （注意事項） 

   ア 夕方気温が上がらなくなってからハウスを密閉して処理し、翌朝開放する。  

   イ くん煙中は入室しない。また翌日も十分換気した後に入室する。 

   ウ 薬量を決める場合のハウス容積については、通常のパイプハウスの場合、高さを２ｍ  

    として算出すればよい。 

   エ くん煙剤は、防除作業の省力化、また曇雨天時の水を使わない防除などメリットがある

が、効力不足となる場合もあるので、散布による防除と組み合わせて利用する。 

   オ 薬剤により、使用方法・量などが異なるので、使用方法や注意事項をよく読んで使用

     する。 


